
棲

み

分

け

を

徹

底

さ

せ

て

い

く

た

め

に

は

。

平

成

に

な

る

前

頃

ま

で

は

、

名

張

付

近

の

野

生

サ

ル

の

生

息

地

は

香

落

渓

付

近

一

帯

で

他

で

は

殆

ど

見

か

け

る

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

香

落

渓

一

帯

は

自

然

の

恵

み

が

豊

か

で

サ

ル

達

の

格

好

の

棲

み

家

と

な

っ

て

い

て

、

人

里

へ

は

決

し

て

下

り

て

く

る

事

は

な

く

、

棲

み

分

け

が

確

立

し

て

い

ま

し

た

。

然

し

、

近

頃

で

は

棲

み

分

が

崩

壊

し

頻

繁

に

集

落

へ

入

込

み

果

樹

や

畑

の

野

菜

類

を

荒

ら

し

ま

く

り

、

最

初

は

人

を

見

る

と

逃

げ

て

お

り

ま

し

た

が

、

最

近

は

逆

に

サ

ル

の

方

が

威

嚇

す

る

ま

で

の

事

態

が

起

こ

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

に

は

、

山

林

開

発

に

よ

る

自

然

林

の

減

少

や

観

光

・

宅

地

造

成

に

よ

る

野

生

動

物

生

息

域

へ

の

人

間

の

立

ち

入

り

、

高

齢

化

・

過

疎

化

に

よ

る

中

山

間

農

業

の

衰

退

。

等

々

、

複

合

的

な

環

境

変

化

が

考

え

ら

れ

ま

す

。

獣

害

被

害

は

次

の

三

つ

の

要

因

が

か

ら

み

あ

っ

て

起

こ

っ

て

い

る

と

思

い

ま

す

。

棲

み

分

け

を

考

え

る

時

、

ど

の

要

因

が

ど

の

よ

う

に

影

響

し

て

い

る

か

を

、

十

分

検

討

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

○

被

害

対

策

は

行

き

届

い

て

い

る

か

？

。

被

害

を

放

置

し

て

い

る

と

、

作

物

の

味

を

覚

え

、

人

慣

れ

が

進

み

行

動

が

エ

ス

カ

レ

ー

ト

し

て

い

き

ま

す

。

集

落

で

の

野

生

動

物

を

誘

因

す

る

要

素

を

全

て

排

除

し

、

人

里

を

「

怖

い

と

こ

ろ

」

「

魅

力

の

無

い

」

所

に

す

る

こ

と

が

先

決

で

す

。

○

個

体

数

管

理

は

適

切

か

？

。

個

体

数

が

増

え

れ

ば

、

被

害

も

増

大

し

ま

す

。

逆

に

減

り

す

ぎ

る

と

絶

滅

に

つ

な

が

り

ま

す

。

獣

害

駆

除

と

し

て

捕

殺

さ

れ

た

野

生

動

物

は

、

過

去

に

類

を

見

な

い

多

数

に

及

ん

で

い

ま

す

。

○

生

息

地

や

周

辺

の

環

境

管

理

は

適

切

か

？

。

一

つ

の

方

法

と

し

て

、

緩

衝

帯

整

備

（

バ

ッ

ハ

ー

ゾ

ー

ン

）

が

考

え

ら

れ

ま

す

。

集

落

を

取

り

囲

む

森

林

を

一

定

の

幅

で

伐

採

し

、

下

刈

り

を

行

い

見

通

し

を

良

く

し

野

生

動

物

が

近

づ

き

づ

ら

い

環

境

を

つ

く

り

、

被

害

を

未

然

に

防

ぎ

ま

す

。

野

生

動

物

が

住

む

豊

か

な

自

然

環

境

は

大

切

な

財

産

で

す

。

そ

の

自

然

環

境

を

（

生

息

域

）

を

破

壊

し

た

の

は

私

た

ち

人

間

で

す

。

山

に

実

の

な

る

木

を

植

え

本

来

の

豊

か

な

自

然

環

境

を

取

り

戻

す

こ

と

が

、

現

代

を

生

き

る

私

た

ち

の

使

命

で

も

あ

り

「

共

生

」

「

棲

み

分

け

」

に

も

大

き

く

つ

な

が

り

ま

す

。

棲

み

分

け

を

確

立

す

る

に

は

永

い

年

月

が

か

か

る

と

思

い

ま

す

が

、

き

ち

ん

と

出

来

れ

ば

、

そ

の

生

息

域

で

得

ら

れ

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

分

し

か

生

存

で

き

ま

せ

ん

か

ら

、

結

果

と

し

て

個

体

数

は

一

定

数

以

上

増

え

る

こ

と

は

な

く

な

り

ま

す

。

見

方

を

変

え

る

と

野

生

の

保

護

に

つ

な

が

り

ま

す

。

獣

害

対

策

に

は

、

「

こ

れ

で

完

全

」

と

い

う

特

効

薬

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

野

生

動

物

と

人

の

生

活

域

と

の

棲

み

分

け

を

真

剣

に

考

え

る

べ

き

時

が

来

て

い

る

様

に

思

い

ま

す

。

（

写

真

＝

整

備

さ

れ

た

緩

衝

帯

、

一

部

で

は

羊

の

放

牧

も

さ

れ

て

い

る

。

い

ず

れ

も

東

近

江

市

に

て

）

24

年

度

は

、

９

月

10

日

、

伊

勢

安

土

桃

山

文

化

村

に

お

い

て

開

催

さ

れ

、

名

張

市

か

ら

は

、

MD

関

係

、

猟

友

会

、

行

政

か

ら

16

名

が

参

加

し

て

い

ま

す

。

近

年

、

三

重

県

内

で

は

野

生

鳥

獣

に

よ

る

農

林

水

産

物

へ

の

被

害

が

増

加

の

一

途

を

た

ど

っ

て

お

り

、

こ

れ

ら

の

被

害

に

よ

り

生

産

を

続

け

る

意

欲

を

失

い

、

地

域

の

よ

っ

て

は

耕

作

放

棄

地

が

拡

大

し

深

刻

な

状

態

に

な

っ

て

い

ま

す

。

こ

ん

な

状

況

下

開

催

さ

れ

た

今

回

の

フ

ォ

ー

ラ

ム

に

は

300

人

超

が

参

加

さ

れ

て

、

そ

の

関

心

の

深

さ

を

伺

え

知

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

た

。

県

内

で

取

り

組

ま

れ

た

被

害

対

策

の

現

状

、

試

験

研

究

、

獣

肉

の

利

活

用

、

鉄

道

被

害

な

ど

の

事

例

に

つ

い

て

集

落

代

表

者

、

行

政

、

JR

社

員

、

シ

ェ

フ

、

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

か

ら

講

演

さ

れ

て

い

ま

す

。

「

野

生

獣

に

よ

る

農

林

水

産

物

被

害

」

を

県

民

全

体

の

問

題

と

認

識

し

野

生

鳥

獣

に

よ

る

農

林

水

産

業

の

被

害

減

少

を

県

民

全

体

で

と

り

組

ま

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

以

下

、

講

演

内

容

を

抜

粋

。

「

森

林

に

お

け

る

被

害

状

況

お

よ

び

対

策

に

つ

い

て

」

植

林

か

ら

30

年

間

の

育

林

で

補

助

金

を

活

用

し

て

も

1

町

歩

あ

た

り

１

０

０

万

円

の

自

己

負

担

。

木

材

価

格

は

下

降

の

一

途

で

皆

伐

時

の

手

取

り

が

１

町

歩

当

た

り

１

０

０

万

円

。

1

本

当

た

り

１

０

０

０

円

以

下

。

こ

れ

で

は

林

家

の

意

欲

は

薄

れ

、

植

林

後

の

手

入

れ

が

さ

れ

な

い

ば

か

り

で

な

く

、

植

林

自

体

も

ま

ま

な

ら

な

い

状

況

。

植

林

し

た

と

し

て

も

獣

害

対

策

の

コ

ス

ト

が

重

く

の

し

か

か

る

。

今

の

ま

ま

で

は

、

将

来

の

木

材

資

源

の

確

保

、

多

面

的

機

能

の

発

揮

、

地

域

環

境

の

維

持

が

困

難

。

林

業

は

50

年

、

100

年

と

息

の

長

い

産

業

だ

か

ら

と

言

っ

て

今

ま

で

の

繰

り

返

し

で

は

ダ

メ

。

施

業

体

系

、

生

産

、

販

売

体

制

の

見

直

し

・

改

善

が

必

要

。

た

だ

、

獣

害

対

策

は

１

個

人

１

企

業

体

で

は

限

界

。

来

た

獣

に

対

す

る

対

策

だ

け

で

な

く

、

来

な

い

よ

う

に

す

る

工

夫

、

個

体

調

整

、

食

文

化

の

形

成

な

ど

、

産

官

学

民

が

協

力

し

て

多

様

な

取

り

組

み

が

必

要

で

あ

る

。

「

今

後

の

獣

害

対

策

の

取

り

組

み

に

つ

い

て

」

○

三

重

県

農

作

物

被

害

金

額

平

成

22

年

度

サ

ル

（

全

国

2

位

）

１

億

２

，

０

９

０

万

円

シ

カ

（

全

国

７

位

）

１

億

２

，

２

４

２

万

円

イ

ノ

シ

シ

（

全

国

13

位

」

1

億

９

，

４

２

４

万

円

○

狩

猟

、

有

害

捕

獲

に

お

け

る

規

制

緩

和

シ

カ

の

捕

獲

数

に

つ

い

て

、

銃

に

よ

る

１

人

１

日

当

た

り

の

捕

獲

数

の

上

限

を

無

制

限

に

す

る

な

ど

。

大

幅

な

規

制

緩

和

が

な

さ

れ

て

い

ま

す

。

捕

獲

獣

は

食

材

と

し

て

利

用

さ

れ

て

い

る

ケ

ー

ス

は

少

な

く

、

適

正

に

捕

獲

し

有

効

活

用

を

奨

励

し

て

い

ま

す

。

「

ミ

ュ

ゼ

ボ

ン

ヴ

ィ

ヴ

ァ

ン

」

の

シ

ェ

フ

も

『

駆

除

さ

れ

た

鳥

獣

の

有

効

利

用

は

料

理

人

の

役

目

で

あ

る

』

と

も

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

○

平

成

24

年

度

事

業

の

主

な

取

り

組

み

・

獣

肉

の

利

活

用

。

・

有

害

鳥

獣

捕

獲

体

制

の

強

化

。

・

獣

害

に

強

い

集

落

づ

く

り

。

・

外

来

種

（

ア

ラ

イ

グ

マ

）

捕

獲

技

術

の

開

発

。

・

野

生

獣

の

棲

み

や

す

い

森

林

づ

く

り

。

・

更

新

伐

に

よ

る

奥

山

の

森

林

再

生

。

・

強

度

伐

採

に

よ

る

奥

山

の

緩

衝

林

整

備

。

○

獣

害

対

策

五

箇

条

１

集

落

内

の

「

収

穫

残

さ

」

や

不

要

果

樹

な

ど

餌

場

を

な

く

す

。

２

耕

作

放

棄

地

や

藪

な

ど

の

隠

れ

場

を

な

く

す

。

３

囲

え

る

畑

は

ネ

ッ

ト

や

柵

で

で

き

る

限

り

囲

う

。

４

人

里

は

怖

い

と

覚

え

さ

せ

る

た

め

、

獣

を

見

た

ら

追

い

払

う

。

５

有

害

な

野

生

鳥

獣

を

適

正

に

捕

獲

す

る

。

「

人

と

野

生

獣

と

の

共

存

に

つ

い

て

」

生

物

多

様

性

■

生

物

多

様

性

と

は

？

全

て

の

生

物

の

間

に

違

い

（

変

異

生

）

が

あ

る

こ

と

。

「

生

態

系

や

地

球

に

様

々

な

種

、

多

様

な

生

き

物

が

存

在

し

て

い

る

こ

と

」

。

■

3

つ

の

レ

ベ

ル

の

生

物

多

様

性

。

１

生

態

系

の

多

様

性

※

農

業

の

生

態

系

、

森

林

の

世

態

系

、

海

洋

の

生

態

系

等

、

様

々

な

生

態

系

が

存

在

す

る

。

２

種

の

多

様

性

※

様

々

な

種

類

の

動

物

、

植

物

等

が

生

息

・

生

育

し

て

い

る

こ

と

。

３

遺

伝

子

の

多

様

性

。

※

同

じ

種

の

な

か

で

も

、

個

体

ご

と

に

遺

伝

子

が

様

々

で

あ

る

。

■

全

て

の

生

物

の

生

存

基

盤

。

※

大

気

、

水

、

土

壌

及

び

生

物

な

ど

の

間

を

物

質

が

循

環

し

、

生

態

系

が

精

妙

な

均

衡

を

保

つ

こ

と

に

よ

っ

て

は

じ

め

て

成

り

立

っ

て

い

る

環

境

は

、

人

類

を

含

む

地

球

上

の

す

べ

て

の

生

物

の

存

続

の

基

盤

で

あ

る

。

■

生

物

多

様

性

が

減

少

。

※

生

態

系

の

バ

ラ

ン

ス

が

崩

れ

る

。

害

虫

の

大

発

生

な

ど
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棲棲棲棲

みみみみ

分分分分

けけけけ

をををを

考考考考

ええええ

るるるる

追

い

払

い

で

は

解

決

し

な

い

！

な

ぜ

、

野

生

動

物

が

人

里

に

出

没

す

る

よ

う

に

な

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

。

今

、

中

山

間

地

域

は

高

齢

化

、

過

疎

化

が

急

速

に

進

み

野

生

動

物

に

対

す

る

抵

抗

力

が

極

端

に

減

少

し

て

い

ま

す

。

棲

み

分

け

の

緩

衝

地

帯

で

あ

っ

た

里

山

は

、

放

置

さ

れ

荒

廃

し

、

そ

れ

に

加

え

獣

害

に

よ

る

耕

作

放

棄

地

が

増

加

し

、

野

生

動

物

の

生

息

域

を

広

げ

て

い

ま

す

。

こ

れ

か

ら

は

、

追

い

払

や

柵

ば

か

り

で

な

く

、

自

然

の

摂

理

に

か

な

っ

た

、

野

生

動

物

と

の

棲

み

分

け

を

真

剣

に

考

え

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

野生獣による農林水産物への被害について考える月間

三重県 主な野生獣の捕獲数

H17年度 H21年度 H22年度

イノシシ 5,111 7,434 11,119

シカ 5,730 10,979 15,393

サル 490 1,064 1,353

合計 11,331 19,477 27,865

三

重

県

で

は

、

平

成

22

年

度

か

ら

毎

年

９

月

を

「

野

生

鳥

獣

に

よ

る

農

林

水

産

物

へ

の

被

害

に

つ

い

て

考

え

る

月

間

」

と

定

め

、

被

害

状

況

や

対

策

等

の

現

状

や

被

害

対

策

の

重

要

性

を

考

え

る

フ

ォ

ー

ラ

ム

が

、

毎

年

開

催

さ

れ

て

い

ま

す

。


